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本稿は『ババッド・タナ・ジャウィ』(メインスマ版）の第 3 部として
「ババッド・ドゥマック」として括られる第15章から第23章までの翻訳で
ある。ラデン・パタがドゥマック王になりジャワの覇権を握ってから，こ
れを継いだトルナガナが死去し，ジャワの覇権がパジャンのジャカ・ティ
ンキルに移るまでを述べる。
こうした覇権の移動は一般に史実とは考えられていない。マジャパヒト
やマタラムの場合はじじつジャワ全土（少なくとも大部分）を支配した時
期があったが，ドゥマックやパジャンは史実としては有力地方政権の一つ
であった。しかし史実はどうであれ,『ババッド・タナ・ジャウィ』では，
ジャワにはつねに唯一のクラトン（王宮）がジャワの国全体を支配したと
する歴史観あるいは世界観に基づく語りが行われているのである。
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２. メインスマ版
 ウィンテル (Carel Frederik Winter 17991859)。メインスマ版の原稿
をオランダに提供したのは「デルフトのアカデミーにとってジャワ語の栄
養源」[ENI 4 : 786] と称されたウィンテルであった。ここで主に『オラ
ンダ領東インド百科事典』の項目「ウィンテル」[ENI 4 : 7867] に依拠
して簡単に紹介しておきたい。
ウィンテルはジャワ語翻訳官 (translateur in de Javaansche taal) の子と
して中部ジャワ南部の王都ジョクジャカルタに生まれ，1806年父 ( Johan-
nes Wilhelmus Winter) の転勤によりジョクジャカルタからもうひとつの
王都スラカルタに移った。父の教えを受けて自らもジャワ語に通暁するよ
うになり，イギリス中間統治期 (1811－16) をへて，1818年にはジャワ語
翻訳官補に任じられた。翌年父は中部ジャワにおけるオランダ統治の中心
地である北岸のスマランに転勤になったが，彼はスラカルタでジャワ語の
仕事を続け，1825年にジャワ語翻訳官に任命され，同時に公証人
(notaris) の職務も命じられた。ちょうどジャワ戦争 (ディポヌゴロの反
乱，1825－30) がジョクジャカルタ王国だけでなくスラカルタ王国も巻き
込んでジャワ社会に大きな混乱と荒廃をもたらす時期にあたる。
さしもの大動乱も治まった後，総督ファン・デン・ボス ( Johannes van
den Bosch, 17801844 ; 総督在任1830－34) の下で1832年，スラカルタに
ジャワ語学館 (Instituut voor de Javaansche taal) が開設されると，ウィン
テルは業務のかたわらここでジャワ語を教え後に館長も務めた [Ras
1987a : V]。ジャワ語学館の設置目的は「ジャワ語に通暁し，ジャワ人の
高官および下層の人と交際することができ，彼らの考えを彼らの言葉で表
現し，また書き表すことができる」人材を養成することであった。
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ジャワ語学館は1843年デルフトの王立アカデミーに東インド学課程が設
置された時に廃止された。ジャワ語教育の場がジャワ現地からオランダ本
国に移ったのであるが，これ以後ウィンテルのジャワ語とジャワの社会，
風俗習慣，文化に関する深い知識がますます注目されるようになった。彼
は自ら進んでまたロールダ教授の求めに応じて，様々な論著をジャワ語で
書き，あるいはジャワ語からオランダ語に翻訳しデルフトに提供した｡
「ジャワ語の栄養源」と称される所以だが，こうして彼が提供したものの
中にメインスマ版の原稿も含まれていた。ウィンテルがデルフトに提供し
た資料は1864年に東インド学課程とともにレイデン大学図書館に移管され，
ジャワ語の写本はデルフト・コレクションと呼ばれている [Pigeaud 1967
1 : 165166 ; 2 : 68]。メインスマ版もレイデン大学図書館所蔵の原本によっ
て刊行された [Ras 1987a : V]。
1844年には政府の正式決定によりウィルケンス ( Johannes Albertus
Wilkens 18131888) [ENI 4 : 7823] と共同で詳細なジャワ語・オランダ
語辞書の編纂を命じられたが，ウィンテルの本来業務の多忙などの原因で
その存命中には完成しなかった。ウィルケンスは184851年の約 3年をロー
ルダに協力するためにオランダで過ごしているが，ウィンテルは1859年ス
ラカルタで死去するまでオランダに行ったことはないらしい。なお彼の息
子 2人 (F. W. Winter ; C. F. Winter Jr.) そして孫 1人 (F. L. Winter) もジャ
ワ語専門家の道に進んでいる。
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15．ドゥマックにモスクを建設
40日が過ぎ，スナン・ギリは王座をラデン・パタに譲った。ラデン・パ
タはドゥマックで即位してジャワ全土を支配し，セナパティ・ジンブン・
ガブドゥルラフマン・パネンバハン・パレンバン・サイディン・パナタ
ガマ Senapati Jimbun Ngabd’ur-Rahman Panembahan Palembang Saidin
Panatagama と称した。キ・ワナパラ ki Wana-Pala がパティ〔宰相] に昇
進し，パティ・マンクラット patih Mangku-Rat と称した。ジャワの国の
人はみな服従し，そしてイスラム教に帰依した。ついでドゥマックにモス
クを立てようと合意した。ワリたちは仕事を担いあった。準備が整った。
スナン・カリジャガだけ，パマンティンガン Pamantingan に参籠してい
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たため，立ち遅れていて，まだ仕事ができていなかった。ドゥマックに戻っ
た時にはモスクはすでに建立されているだろう。スナン・カリジャガはい
そいで木片を集め一つに括った。一夜明けると木片の束は主柱に変わって
いた。翌朝，ドゥルカンギダ Dulkangidah 月 1日，モスクは建った。1428
年のことであった。モスクのキブラット keblat〔礼拝の方向] はメッカの
カアバを指していた。クドゥスのスナンがパンウル pangulu〔住持] になっ
た。
モスク建立の 1 週間後，ワリたちはモスクでジクル dikir〔唱名] して
いた。スナン・カリジャガは一人離れて，大太鼓の下で跪いていた。突然
上から山羊皮の包みが落ちてきて，その中に預言者の礼拝用敷物とスレン
ダン slendang〔肩かけ布] が入っていた。ワリたちは相談し，みなで分
けあうのが良いとなった。スナン・ボナンはこの話し合いに同意しなかっ
た。スナン・ボナンは，この包みを投げ上げて，その落ちた者のものにな
るのがよいというのであった。こうして包みは投げ上げられ，スナン・レ
ペン sunan Lepen〔スナン・カリジャガのこと] の足元に落ちた。スナン・
レペンは驚いて，40日間墓穴に入り， 2条の信仰告白を唱えながらその山
羊皮を縫った。革から上着ができ，アンタクスマ Anta-Kusuma 別名キヤ
イ・グンディル kyai Gundhil と名づけられた。このキヤイ・グンディル
はやがて王たちが即位や出陣の際に着用することになる。ただドゥマック
のスルタンとパジャン Pajang のスルタンだけはこれを着なかった。
16．スナン・ボナンがジャワの王の家宝の武器を作らせる
ある時スナン・ボナンはトゥバンからキ・スラ ki Sura という鍛冶師を
呼んだ。鍛冶師はスナン・ボナンから聖職者の笏を渡され，割礼用小刀を
作るよう指示された。しかしキ・スラはスンクラット sengkelat 型のクリ
スを作った。つづいて笏の残りの鉄で割礼用小刀を作るよう指示された。
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しかしまたもパソパティ pasopati 型のクリスを作り，スナン・ボナンに
差し出した。 2振りのクリスはスナン・ボナンが望んだものでなかったに
もかかわらず受け入れられた。というのは，スナン・ボナンには，この 2
振りのクリスをジャワの国を支配する王たちが使うとわかったのである。
しかしキ・スラはクリスを作った後，眼を病み，ついに盲目となり，二度
とクリスを作れなくなった。
スナン・ボナンは森にゆき，水辺でうろのあるチーク樹の切り株を見つ
けた。その根本に羊歯の葉が生い茂り，その若芽が渦を巻いていた。切り
株を念入りに観察し，その形を自分が帯びようとしている先ほどのクリス
の柄のモデルにすると決めた。家に戻るとスナン・ボナンはその柄を作っ
た。でき上がると，大変見事であり，王たちが帯びるのに相応しかった。
それゆえ，それらを 2振りのクリスに装着した。スナン・ボナンはクリス
を彫刻にちなんでトゥンガック・スミ Tunggak-Semi〔芽吹く切り株] と
名づけた。
金曜日になるとスナン・ボナンはモスクで礼拝した。礼拝の後，スナン・
クドゥスが笏を使わない理由を尋ねた。スナン・ボナンはことの次第を語
り，パソパティ型クリスを見せた。スナン・クドゥスは喜んでクリスの形
を見つめ，そのクリスを手本とするために借りた。それを作るよう指示さ
れたのは鍛冶師キ・ジャナス ki Janas だった。それができ上がると，もと
のクリスは返却された。
17．ラデン・ボンダン・クジャワンがララ・ナワンシと結婚
さて，タルブのキヤイ・アグンはラデン・ルンブ・プトゥンをわが子同
様に深く慈しんだ。キヤイ・アグンは，天啓があったので宿命がわかって
いたからである。それゆえ息子に高度な学問を与え，そして畑を耕しにい
くふりをして苦行をするよう指示した。ラデン・ルンブ・プトゥンは父親
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の言いつけに従った。毎日畑に行って，心の赴くままに様々な作物を育て
た。昼になると食事が届けられた。
そのころタルブのキヤイ・アグンの娘ルトナ・ナワンシは，奇麗な着物
を着るべき年頃になった。ますます美しくなった。毎日昼になるとラデン・
ルンブ・プトゥンの畑に食事をもっていくよう言いつけられた。その日も
ルトナ・ナワンシは畑に食事を運んだ。畑に着くとラデン・ルンブ・プトゥ
ンは食事を受け取ったが，手はラデン・ルンブ・プトゥンに握られたまま
で，デウィ・ナワンシはこれにびっくりした。家に戻ると父親にこのこと
を告げた。タルブのキヤイ・アグンは「騒ぐでない，よいか。じつはな，
あのルンブ・プトゥンは養子なんじゃよ。お前の本当の兄ではない」と言っ
た。ルトナ・ナワンシは落ち着きを取り戻した。その夜ルトナ・ナワンシ
はラデン・ルンブ・プトゥンとの婚姻が結ばれたが，まだ親密にならなかっ
た。
まもなくキヤイ・アグンは亡くなった。ルトナ・ナワンシはしだいに寂
しくなり，夫と親密になり， 2人は深く愛しあうようになった。ラデン・
ルンブ・プトゥンはタルブのキヤイ・アグンと名前を変えた。やがてルト
ナ・ナワンシは妊娠した。時がきて，彼女は見目麗しい男の子を産んだ。
両親はこの子を深く愛した。この子が乳離れすると，もう 1人子どもがで
き，女の子だった。タルブのキヤイ・アグンはその後病気になり，亡く
なった。 2人の子のうち男の子はキ・グタス・パンダワ ki Getas-Pandawa
といい，すでに結婚しており，女の子はキ・アグン・グラン ki ageng
Ngerang に嫁いだ。
さて，キ・グタス・パンダワは 7人の子をもうけた。長子は男でキ・ア
グン・セラ ki ageng Sela といった。つづく 6 人はすべて女で，ニャイ・
アグン・パキス nyai ageng Pakis，プルナ Purna のニャイ・アグン，カレ
Kare のニャイ・アグン，ワンル Wanglu のニャイ・アグン，ボコン
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Bokong のニャイ・アグン，ニャイ・アグン・アディバヤ Adi-Baya といっ
た。みな仲良く暮らしていた。
18．ジャカ・ティンキルの誕生
さて，プンギン Penggingのキ・アグンで，ディパティ・ダヤニングラッ
ト dipati Daya-ning-Rat1)という者がいて，強い超自然力のもち主だった。
マジャパイトのブラウィジャヤ王にたいへん気に入られ，王女を妻に与え
られた。 2人の子ができて，キ・クボ・カニガラ ki Kebo-Kanigara，キ・
クボ・クナンガ ki Kebo-Kenanga といった。 2人の子ができると，ディパ
ティ・ダヤニングラットは亡くなった。ここから兄弟に仲違いが生じた。
兄のキ・クボ・カニガラは仏教を堅く守らねばならないと思い定め，家を
出て噴火口の中や深山で苦行をし，アジャルの生き方にならった。死後は
火葬に付されたが，墓がどこにあるか定かでない。キ・クボ・クナンガの
方はイスラム教に従い，預言者の定めを尊び，プンギンに金曜日の礼拝の
場を建てた。多くの村人が金曜日に礼拝のためにプンギンにやってきた。
そしてキ・クボ・クナンガはシティジュナル Siti-Jenar のパンゲラン
pangeran に師事した。キ・アグン・ティンキル ki ageng Tingkir，キ・ア
グン・ブトゥ ki ageng Butuh，キ・アグン・グランという 3人の兄弟弟子
がいた。パンゲラン・シティジュナルの願いを受けて， 4人は兄弟の契り
を交わし，心をひとつにした。
さて，ドゥマックのスルタンは，ディパティ・ダヤニングラットの子の
キ・クボ・クナンガなる者が近ごろキ・アグン・プンギン ki ageng
Pengging と名のったと耳にされた。この者はすでにイスラム教になって
いるが，まだドゥマックに伺候していない。ビンタラの国王陛下は，プン
ギンは元の属領であるし，その者はスルタンの一族でもあるので，立腹の
ご様子であった。おそらく自ら王となるつもりでいるのだろうと。そこで
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ドゥマックのスルタンは長老のキ・アグン・ワナパラを派遣して， 3つの
事柄を調べるようお命じになった。第一に，一体どんなつもりでいるのか，
ただ純粋に信仰に従おうとしているだけか，それともドゥマックの王位を
ねらっているのか。第二に，彼が一族であるとドゥマックのスルタンがご
存じなのを，彼自身は知っているのか。第三に，自ら進んでドゥマックに
伺候しない理由は何か。キ・ワナパラよ，巧妙な罠を設けて真意を捉えよ。
よく理解したキ・ワナパラは出発した。
プンギンに到着し，キ・アグンに会うと，互いに挨拶を交わした。キ・
アグン・プンギンは秘かに訪ねてきたわけを訊ねた。キ・ワナパラは，ス
ルタンに派遣されたと率直に答えた。論争が始まり，甲論乙駁，議論は白
熱した。キ・アグン・プンギンがどんなつもりかわかると，キ・ワナパラ
は暇を乞い，ドゥマックに戻った。スルタン陛下に，キ・アグン・プンギ
ンは二心をもっていると申し上げた。外面は信仰に従うだけですが，内面
では王になるつもりでおります。本心を隠すのがたいへん巧みであります。
キ・ワナパラは「しばらく好きにさせるに如かずでございます。身共は２
年の猶予を与え，その後に伺候するよう申しましたので」と申し上げた。
キ・ワナパラはさらに，陛下のキ・アグン・プンギンへの怒りを鎮めるた
めにあれこれ言葉を尽くした。
さて，ビンタラの使いが戻ると，キ・アグン・ティンキル，キ・アグン・
グラン，キ・アグン・ブトゥがキ・アグン・プンギンを訪ねてきた。みな
キ・アグン・プンギンがドゥマックに呼び出されて拒否したと聞いたから
訪ねてきたのだった。 3人は同じ師匠の兄弟弟子としてキ・アグン・プン
ギンを気づかっていて，ドゥマックに呼び出されてあえて伺候しないわけ
を尋ね，もう 1度呼び出されたら行くよう口々に助言した。しかしキ・ア
グン・プンギンは頑ななままだった。
ある夜，キ・アグン・プンギンはワヤン・ベベル wayang beber〔布絵
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劇] を上演させた。まさにその夜，臨月にあった妻は，強い雨とともに霊
気が降るのと同時に見目麗しい男の子を産んだ。ワヤン・ベベルは中止が
命じられた。赤ん坊は産湯が済むと，キ・アグン・ティンキルに渡され，
膝に抱かれた。キ・アグン・ティンキルはキ・アグン・プンギンに言った｡
「ふむ，お前のこの子は本当に秀麗じゃ。この子がいずれ高い地位につく
こと請け合いじゃ。それを共に行う者は幸いである。わしがこの子にマス・
クレベット mas Krebet〔慌ただしい者] の名を与えよう。ちょうどワヤ
ン・ベベルが演じられている時に生れたのだから｣。キ・アグン・ティン
キル，キ・アグン・ブトゥ，キ・アグン・グランはプンギンで10日を過ご
すとみな戻っていった。
その後まもなくキ・アグン・ティンキルが亡くなった。キ・アグン・プ
ンギンはキ・アグン・ティンキルの妻から来てほしいと頼まれた。ティン
キルに 5日いてプンギンに戻っていった。家に戻るとキ・アグン・プンギ
ンはとても悲しくて，すぐにでもキ・アグン・ティンキルの後を追いたく
なった。
さて，ビンタラのスルタンは， 2年の約束が過ぎたので，キ・アグン・
プンギンが伺候してくるのを首を長くして待っておられた。いまやビンタ
ラの陛下は，キ・アグン・プンギンはきっと謀叛をたくらんでいて伺候し
ないのだとお考えになった。そこでビンタラの陛下はスナン・クドゥスを
使者に立て，怒りを伝えることにされた。スナン・クドゥスはわずか 7人
の従者を伴っただけで，義父ディパティ・トゥルンの遺品である銅鑼をもっ
て出立した。銅鑼はキ・マチャン ki Macan〔虎] という名であった。
さて，スナン・クドゥスは道すがら，代々伝わることになる地名をつ
けていった。たとえばシマ Sima，ジンブンガン Jimbungan，ドゥラナ
Derana，アルアル Aru-Aru などの村はスナン・クドゥスが名づけたもの
である。歩みがプンギンに至り，キ・アグン・プンギンと会った。学問の
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戦いが繰り広げられた。キ・アグン・プンギンが二心を抱くことがおのず
と明らかになった。王に二心を抱き続ける者の罰を免れなかった。キ・ア
グン・プンギンはスナン・クドゥスに肘を切られて死んだ。一族郎党がキ・
アグン・プンギンを護ろうと大慌てで駆けつけたが，主はすでに死んでし
まった。みなスナン・クドゥスを追いかけた。スナン・クドゥスはカスク
テン〔霊力] を発揮した。従者は 7人しかいなかったが，プンギンの人々
には完全武装した 2万人のように思われた。それでもプンギンの者たちは
怯むことなく攻めかかろうと，キヤイ・ウダンアルム kyai Udan-Arum
〔霧雨] という名の銅鑼を叩いた。スナン・クドゥスはもう 1度カスクテ
ンを顕し，杖を振った。たちまちプンギンの者から怒りが消え，みな戻っ
て主人の遺体を整え，住まいの北東に埋葬した。40日後にキ・アグン・プ
ンギンの妻が続いて亡くなり，マス・クレベットは一人残され，親戚たち
が面倒を見た。
マス・クレベットは大きくなるとティンキルの未亡人に預けられた。ティ
ンキルの未亡人は裕福であり隣人たちから尊敬されていたので，望みのも
のは何でも与えられた。マス・クレベットはキ・ジャカ・ティンキルと呼
ばれるようになった。行いや希望は普通の子と違っていて，山や森また洞
窟に10日も半月も一人で籠もるのが好きだった。あちこちの森や山を歩き
たい思いは抑えがたかった。ある日キ・ジャカ・ティンキルが家に戻ると，
母がしっかり抱きしめて言った｡「ねえお前，そんなに山を歩き回るもの
ではありません。いいかい，山で苦行する人たちはまだ無信仰者で，預言
者の宗教をまだ受け入れていないのです。敬虔な人のもとに弟子入りしな
くちゃね｣。キ・ジャカは篤信者のもとで学ぶために暇を乞い，母はそれ
を許した。キ・ジャカは一人でセラ Sela をめざして北東に進み，スセラ
Sesela〔セラに同じ] のキ・アグンに弟子入りを願いでた。スセラのキ・
アグンはキ・ジャカ・ティンキルを見て気に入り，孫として迎え入れ，あ
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らゆる望みを満たしてやった。ここに滞在中キ・ジャカはワヤンを演じる
のを好み，またワヤンが上手だと評判になった。スセラのキ・アグンはま
すますキ・ジャカが気に入り，片時も離さず，参籠にさえ連れていった。
実のところ，キ・アグン・セラは本心を隠すことができた。心の中では，
キ・アグンはマジャパイトのブラウィジャヤの子孫だと思っていたので，
ジャワの国を支配する王たちの祖になることができるよう，アラーに強く
懇願していた。ある時キ・アグン・セラは，タルブの北東にあるレンチェ
Renceh という名の森の中に開いたばかりの畑の見張り小屋ですでに 7 日
7晩を過ごしていた。夜になるとキ・アグンはそこで眠り，キ・ジャカ・
ティンキルはその足元で眠った。キ・アグン・セラは，斧を手に森を開き
にゆく夢を見た。夢の中で，キ・ジャカ・ティンキルと森の中で出会い，
すべての木がすでにキ・ジャカ・ティンキルによって伐られ片づけられて
いるのを見た。キ・アグンは夢の中でとても驚き，驚きのあまり目が覚め
た。キ・ジャカ・ティンキルはまだ足元に眠っていた。起こして，キ・ア
グンは尋ねた｡「おい，お前はわしが眠っている間，どこかに行かなかっ
たか｣。キ・ジャカは「いいえ」と答えた。
キ・アグンは孫の答えを聞いて夢とわかり，はなはだ落胆し，心の中で
つぶやいた｡「この夢には本当にがっかりじゃ。こんなに熱心に長い間ア
ラーに懇願しているのにいまだに何の兆しも与えられたことがない。この
子は，アラーに何の願いも述べないのに，このようなお達しを得るとは｣。
キ・アグンはキ・ジャカに尋ねた｡「孫よ，思いだしてみよ，これまでど
んな夢を見たか｣。キ・ジャカ・ティンキルは神妙に答えた｡「かつてテラ
マヤ Tela-Maya 山に参籠した時，私は夜そこで眠りましたが，月が私に
落ちてくる夢を見ました。そしてテラマヤの山の轟音が響きました。そこ
で私は目覚めました。この夢は何を意味するのでしょう」
キ・アグンは孫の話を聞いて驚愕し，心の中で考えた。キ・ジャカがあ
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まりアラーを畏怖していなかったら，きっと不運に見舞われたことだろう。
しかしキ・アグンは，これは神の定めたもうた宿命であり人間が量ること
ができないことだとわかった。そこでキ・アグンは言った｡「孫よ，夢の
意味を問うでない。この上なく良いもの，夢の中の最高のものじゃ。お前
に助言しよう，今すぐドゥマックに仕えよ。そこできっとお前は夢の意味
に出会うだろう。わしはただ順風を祈るだけじゃ｣。キ・ジャカは言った
「お指図のとおりにいたします。お言葉をいつまでも大切にいたします｣。
キ・アグンは再び言った｡「よろしい，孫よ，わしは寝食を断ってお前の
ために祈ろう。しかしな，孫よ，将来わしの子孫にもお前の天恵に与らせ
るのじゃぞ｣。キ・ジャカは心得ましたと答えた。キ・アグン・セラはキ・
ジャカの言葉を聞いてとても満足し，そしてキ・ジャカにさらに多くの教
えを授けた。
こうしてキ・ジャカ・ティンキルは出立した。途中ティンキルに立ち寄
り，母にキ・アグン・セラの指示したことを語った。母は言った｡「ねえ
お前，キ・アグン・セラのお指図にまったく間違いはありません。ですか
らおおいに愉しみにして待ちましょう。すぐに行きなさい。しかし，その
前に 2人の家来をお待ちなさい。ちょうど畑の草取りにいかせています。
お前に付き従わせましょう。私にはドゥマックのスルタンに仕える兄弟が
1人います。キヤイ・ガンジュル kyai Ganjur といい，スラナタ Sura-nata
の長をしています。お前を託すことにしましょう。お前を王様に引き合わ
せてくれるでしょう」
キ・ジャカは母の言いつけに従った。その 2人の手助けのため畑に草取
りにいき， 1日家に戻らなかった。午後の礼拝の時刻になってどんより曇
りこぬか雨が降ってきた。たまたまスナン・カリジャガが笏を手に畑のそ
ばを通りかかった。キ・ジャカは畑の外から呼びかけられた｡「そなた，
いかなれば畑の草取りなぞしておる。やめなされ。ただちにドゥマックで
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仕えなされ。そなたはやがて王となり，ジャワの国を支配するのだから｣。
こう言いおくと北の方へ去っていった。キ・ジャカはただちに家に戻り，
母にできごとを語った。これを聞いた母はとても喜んで言った｡「おお，
わが子よ，スナン・カリジャガのお指図を受けるとは，お前はとてつもな
く幸運です。すぐに発ってドゥマックに急ぎなさい。畑の草取りはよろし
い。残りは私がします｣。キ・ジャカはすぐに 2人を従えて出立した。ドゥ
マックに着くとキヤイ･ガンジュルの家に直行した。
19．ジャカ・ティンキルがドゥマックに仕える
さて，ビンタラのスルタンは約束の時がきて身罷り，６人の子を残し
た。長子は娘でラトゥ・マス ratu Mas といい，すでにチャルボンのパン
ゲランと結婚していた。第２子はパンゲラン・サブランレル pangeran
Sabrang-Ler といい，父を継いで王になった。そしてパンゲラン・セダレ
ペン pangeran Seda-Lepen，ラデン・トルンガナ raden Trenggana，ラデン・
カンドゥルワン raden Kanduruwan であり，末子はラデン・パムカス
raden Pamekas といった。新王は程なく死去し，まだ子がなかった。王位
を継いだのはラデン・トルンガナで，スルタン・ドゥマックを称した。パ
ティ・マンクラットもまたすでに亡くなり，その息子が後を継ぎ，パティ・
ワナサラム Wana-Salam と称した。明敏な洞察力は父を凌ぎ，配下のブパ
ティたちから畏敬された。
さて，ラデン・ジャカ・ティンキルはスルタン・ドゥマックに出仕が認
められた。その経緯はというと，スルタン・ドゥマックがちょうどモスク
から出てこられた時，キ・ジャカは堀のそばに跪いていた。脇によろうと
したが，堀に妨げられてできなかった。そこでキ・ジャカは後ろ向きに堀
を飛び越えた。スルタン・ドゥマックはこれを見てたいへん驚かれ，何者
かお尋ねになった。キ・ジャカはキヤイ・ガンジュルの甥でございますと
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申し上げた。こうしてキ・ジャカは召し抱えられ家臣となった。スルタン
陛下はキ・ジャカ・ティンキルをたいへん寵愛された。容姿秀麗で尋常な
らざる超能力を有したからである。やがてジャカ・ティンキルは養子とし
て迎え入れられ，宮廷の内側に入ることを許され，そしてタムタマ
Tamtama 部隊の隊長に取り立てられた。ドゥマックの国中に知らぬもの
がいなくなった。やがて王様はタムタマ部隊を400人拡充することにされ
た。全国津々浦々から超能力のある屈強の者を選ぶこととなった。申し出
る者があれば，野牛と闘わせて試された。野牛の頭を一撃し，これを粉砕
したなら，タムタマに召し抱えられた。できなければ，受け入れられなかっ
た。
さて，クドゥ・ピンギット Kedhu-Pingit からきた，キ・ダドゥン・ア
ウック ki Dhadhung-Awuk なる者がいた。容貌は醜いが，屈強なことで評
判だった。キ・ダドゥン・アウックはタムタマ部隊に入りたいとドゥマッ
クにやってきた。ラデン・ジャカ・ティンキルに取り次がれ，その前に呼
びだされた。ラデン・ジャカ・ティンキルは男を見て，容貌があまりに醜
いので，まったく乗り気にならなかった。そこでジャカ・ティンキルは，
田舎で屈強と評判なのだから，突きの試験を受けるかと尋ねた。喜んでと
いう答えだった。キ・ダドゥン・アウックはラデン・ジャカ・ティンキル
に簪で突かれ，胸を刺し通されて死んだ。タムタマ武士たちはクリスで同
じように突き刺すよう命じられ，キ・ダドゥン・アウックの死体は隙間な
く刺し傷だらけになった。ラデン・ジャカ・ティンキルの超能力の評判は
ますます高まった。
まもなく王様にラデン・ジャカ・ティンキルがタムタマに入ろうとした
者を殺したと伝えられた。スルタン陛下は，とても公正な方だったので，
激怒された。ラデン・ジャカ・ティンキルはドゥマック王国から追放が命
じられた。スルタン陛下は死者の遺族に500レアルの額の血の賠償を与え
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られた。ラデン・ジャカ・ティンキルはただちに都ドゥマックを立ち去っ
た。見る者すべて同情し，タムタマの同志たちはみな泣いた。ラデン・ジャ
カ・ティンキルはしでかしてしまった行為をとても悔やみ，ドゥマックの
人びとを見るととても恥ずかしかった。すっかり憔悴してしまい，すぐに
でも死んでしまいたいと思った。南東に進み，深い森に入り，動転してい
たため，どちらに向かってよいかわからなかった。
森の中を彷徨うこと 5カ月におよんだ。クンドゥン山地のただ中のチー
クの森にやってきた。そこでキ・アグン・ブトゥに出会った。キ・アグン
は驚き，息をのんで尋ねた｡「そなた，止まりなさい。お前は体も顔つき
も，死んだプンギンの兄にそっくりだ。まるで兄の息子のようだ。しかし
お前の方が容貌優れ，体格も整っている。プンギンの兄は少し背が高すぎ
た。はやく答えよ，お前はどこの出身か｣。キ・ジャカは答えた｡「事情を
知る人びとの言うところでは，私はまさにキ・アグン・プンギンの息子で
す｣。キ・アグンはこれを聞くとキ・ジャカに抱きつくや訊いた｡「どうし
てお前はこの森にいる｣。キ・ジャカは一部始終を語った。キヤイ・アグ
ンはとても感動した。
キヤイ・アグンはラデン・ジャカを伴って家路についた。ブトゥに着く
と，ラデン・ジャカは下にも置かぬもてなしを受けた。キヤイ・アグン・
ブトゥはグランのキヤイ・アグンに使いをだした。キヤイ・グランがブトゥ
にやってくると，この若者がキヤイ・アグン・プンギンの息子だと伝えた。
キヤイ・アグン・グランはたちまち抱きついて泣きだした｡「そなた，わ
しは以前プンギンを訪れたが，お前はいなかった。お前のティンキルの母
のもとに連れられた後だった。こうなってわしは嬉しい。いまお前はとて
も惨めな状態にあるが，よいか，これを受け止めなさい。お前は誤った振
る舞いをしたが，すべてはアラーの意思によるものじゃ。後によい目を見
る者が初めは悲惨な目に会うのはよくあることなのだ」
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キ・アグン・ブトゥとキヤイ・アグン・グランはジャカ・ティンキルに
たくさんの教えを授けた。これをラデン・ジャカは喜んで受け入れた。ラ
デン・ジャカのブトゥ滞在は 2カ月におよんだ。もはや何も教えることが
なくなると，キヤイ・アグン・ブトゥは言った｡「さて，お前はドゥマッ
クを出てもう7カ月になるので，ドゥマックに戻るがよい。あるいは，ティ
ンキルかプンギンに戻るもよい。おそらくスルタン陛下はお前を思いだし，
お召しになっておられよう。お前の出身地で探しておられることは間違い
ない｣。キ・ジャカは承知しましたと言い，すぐに一人で発っていった。
都ドゥマックの近くにくると，タムタマの友人を呼びだした。みな秘かに
やってきた。ラデン・ジャカはタムタマたちに，自分が去ってもう長いの
で，王様は自分を探しておられるか尋ねた。タムタマたちの答えは，王様
はまだご下問になっていないというものであった。キ・ジャカはこれを聞
くと，またもとても悲しくなった。タムタマの友人たちに別れを告げると
再び放浪に出た。
ラデン・ジャカはプンギンに行った。夜は父の墓の足元で眠ること4晩
におよんだ。はっきりと声が聞こえた｡「息子よ，南東へゆきなさい。グ
タスアジ Getas-Aji 村の近くに，バシュビル Banyu-Biru のキヤイ・ブユッ
トが住んでおる。そこに仕えて，その命令にすべて従うのじゃ｣。ラデン・
ジャカはびっくりして目が覚め，起き上がると一人発っていった。
20．キ・ブユット・バニュビルのもとで学ぶジャカ・ティンキル
および鰐との戦い
ところで，ラウ Lawu 山の麓にチャルピトゥ Cal-Pitu という村があり，
マジャパイトの一族のキ・ジャバレカ ki Jaba-Leka という者が苦行をして
いた。キ・ジャバレカに一人息子があり，容姿秀麗で，名をマス・マンチャ
mas Manca といった。キ・マス・マンチャは南の海岸で苦行をしようと
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チャルピトゥを去り，トヤビル Toya-biru〔バニュビルに同じ] に留まっ
た。バニュビルのキ・ブユットに子として受け入れられ，たいへん可愛が
られて，立ち居振る舞いを学び，超能力を教えられ，そして早く大きく成
長するよう厳しい苦行を命じられた。というのも，キ・ブユットには，マ
ス・マンチャが王の助言者になることがわかっていたのである。ある時キ・
ブユットはマス・マンチャに言った｡「息子よ，お前の将来の王がまもな
くここに来る。 2日のうちにきっと来る。もし 3カ月ここバニュビルにい
たなら，王となる日は遠くない。やがてパジャンに町をつくるだろう。こ
の王はスクティ〔霊力] に優れ，敵から畏怖される。その王宮には霊気が
満ちる。その方はプンギンのディパティ・ダヤニングラットの子孫じゃ。
お前はそのパティになるのだ。わしは，その方の即位を早める手だてを考
えるとしよう｣。キ・マンチャは心得ましたと言った。
2日たつとラデン・ジャカ・ティンキルがバニュビルに着いた。ただち
にキ・ブユットに息子として迎えられた。とても大切に遇され，マス・マ
ンチャと兄弟になった。キ・ブユットはラデン・ジャカ・ティンキルとマ
ス・マンチャにすべてを教えこんだ。丸 3カ月が過ぎるとキ・ブユットは
ラデン・ジャカに言った｡「息子よ，お前の父スルタン陛下の前に出るべ
き時じゃ。雨季の間はきっとプラワタ Prawata 山におわすにちがいない。
お前がプラワタ山に着く時，まだドゥマックにお戻りでないと思う。お前
がもう一度スルタン陛下の気に入られる秘策を授けてやろう。野牛の口に
この土を含ませるのじゃ。たちまち野牛はプラワタに突進するじゃろう。
ドゥマックの者にはこれを殺せる者がいない。こうして王様はお前を召さ
れるというわけだ。牛を殺すよう命じられたら，まずこの土を取り去るの
じゃ。お前はきっとすぐに野牛を殺すことができる。さらに，お前の弟キ・
マス・マンチャと，わしの弟キ・ウラギル ki Wuragil，そしてわしの甥つ
まりキ・ブユット・マジャスタ ki buyut Majasta の息子のキ・ウィラ ki
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Wilaを付けてやろう。この 3人をいつも傍から離してはならぬ｣。ラデン・
ジャカ・ティンキルは心得ましたと言った。
キヤイ・ブユットは自分の子や孫たちに，ラデン・ジャカ・ティンキル
の乗り物となる筏を作るよう命じた。筏ができると，これに乗って出発し
た。キ・ブユット・バニュビルは，天を見て祈りながら，川岸を進んで彼
らを導いた。キ・マジャスタが筏を操った。筏はドゥンケン Dengkeng 川
を下り，キ・マジャスタの家のある村に着いた。そこで 3泊してから出発
した。キ・マジャスタは筏に乗らなかった。筏はピチス Picis 川まで下っ
た。 4人のうち 2人が棹を差し， 2人が櫂を漕いだ。
夕方 4時にクドゥン・スルンゲンゲ Kedung-Srengenge に着いた。空が
どんより曇り，西風に乗って霧雨が降ってきた。クドゥン・スレンゲンゲ
には鰐の王バウルクサ Bau-Reksa が住んでいた。パティはジャル・マン
パン Jalu-Mampang といった。鰐軍は数えきれない多さだった。ジャル・
マンパンは200頭の鰐を率いて筏に襲いかかった。そして陸上でマス・マ
ンチャと激闘を展開した。パティ・ジャル・マンパンと鰐70頭がマス・マ
ンチャに丸太で殴られて死んだ。ラデン・ジャカ・ティンキルはというと，
水に飛びこんだがまったく陸上にいるのと同じだった。激闘が展開され，
多くの鰐が殺された。鰐の王バウルクサはラデン・ジャカに降参し，ラデ
ン・ジャカの旅を水の中から護衛すると誓った。また毎年鰐 1頭を娯楽用
に提供するとも約束した。ラデン・ジャカ・ティンキルは再び筏に乗って
出発した。40頭の鰐が筏を支えて下っていった。筏の上ではみなくつろい
で座っているだけだった。棹と櫂はすっかり棄ててしまった。夜になって
ブトゥの船着場に着いた。筏を叩くと，鰐は合図がわかり，筏を止めた。
ラデン・ジャカと 3人のお供はすっかり疲れて眠かったので，筏の上で寝
てしまった。
夜中になってキ・アグン・ブトゥが家から出ると，王座の祥瑞星が北西
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から流れて川の方，ラデン・ジャカが寝ているところに落ちるのを見てびっ
くりした。キ・アグンは祥瑞星の落ちた方へ向かった。川岸までくると，
キ・アグンは祥瑞星が筏に寝ているラデン・ジャカに落ちたのがはっきり
わかった｡「おい，起きなさい。いつまでも寝ているではない。ドゥマッ
クの王座の祥瑞星がすでにお前に移ったぞ」
ラデン・ジャカとお供はみな目を覚まし，キ・アグン・ブトゥの庵に案
内された。キ・アグン・グランもすぐに来るよう呼ばれた。2人はラデン・
ジャカに教えを授けた。ドゥマックの王座の祥瑞星がすでに自身に移った
のだから，ドゥマックのスルタンの後を継ぐのは機が熟すのを待てばよく，
ただアラーに懇願し，そして王様に気に入られるよう努めなさいと。そし
て何が低劣な態度で何が高貴な姿勢かを教えた。 2人のキ・アグンはラデ
ン・ジャカにとても多くのことを教えた。ラデン・ジャカもまた 2人に深
く感謝し，教えに従うと誓った。こうしてラデン・ジャカは暇を乞い，お
供とともに筏に乗って出立した。ゆっくり下っていった。マジュナン
Majenang の国のブル Bulu 村に着くと，陸に上がった。鰐たちにクドゥ
ン・スルンゲンゲの住処に戻るよう申し渡した。ラデン・ジャカとお供は
陸上を進んだ。こうしてブル村の名前はティンダック Tindak〔歩みだす]
に変わることとなった。
21．プラワタで野牛騒動
ラデン・ジャカはグロボガン Grobogan を通って北西に向かった。プラ
ワタ領内に着くと，ラデン・ジャカは王様がまだそこに滞在していてドゥ
マックに戻っていないことがわかった。そこでラデン・ジャカは野牛を捜
した。これを捕まえると，マジャスタからもってきた土をその口に入れた。
たちまち野牛はプラワタの行在所に猛進し，荒し回り，人びとを追いかけ
まわして角にかけた。死傷者が多数にのぼり，プラワタ中が大混乱に陥っ
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た。大勢が武器を手に立ち向かったが傷つけることができなかった。スル
タン陛下はタムタマたちに，野牛に素手で立ち向かうよう命じられた。タ
ムタマ武士たちは，野牛の頭を素手の一撃で粉砕して殺す訓練をしている
のだからと。タムタマ武士たちは 1人ずつ次々に野牛の突進に立ち向かっ
た。しかし誰一人として任務を果たせなかった。それどころか，野牛に突
きたてられ踏みつけられてあたり一面に倒れ伏した。野牛の攻撃は 3日３
晩におよび，日が沈むと野牛は森に帰るが，朝になると再び行在所を攻撃
し人びとを追い回した。王様は毎日楼台から見ておられた。ある時王様は
３人のお供を連れたラデン・ジャカ・ティンキルが隊列の背後を歩いてい
るのをご覧になった。野牛攻撃の野次馬のようであった。王様はただちに
家臣のジュバッド Jebad に申された｡「ジュバッド，あそこに見えるのは
ティンキルめのようじゃ。供を 3人連れておる。しかと顔を思いだしたぞ。
奴に尋ねよ。あの荒れ狂う野牛に立ち向かう気があるか。もしティンキル
めが野牛を殺すことができたら，以前の過ちを許してやろう｣。ラデン・
ジャカはこの命令に喜んで従うと答えた。王様はそこで，野牛を取り巻い
て，これと格闘するジャカ・ティンキルに声援を送るよう，あわせてガム
ランを演奏するようお命じになった。王様は楼台から見つめられた。ラデ
ン・ジャカ・ティンキルはすぐに野牛に立ち向かった。野牛は突きかかり，
格闘は長く続き，見る者をみな驚嘆させずにおかなかった。ラデン・ジャ
カは投げ上げられ，角にかけられたが，傷つかなかった。野牛は角と尻尾
を掴まれて強く引っ張られ，ひっくり返った。その拍子にバニュビルの秘
薬の土が口からこぼれた。野牛は横撃され頭を砕かれて死に，王様とすべ
ての観衆を驚かせ喜ばせた。ラデン・ジャカ・ティンキルはタムタマ武士
の長という元の地位に戻され，スルタン陛下の寵愛も旧に復した。そして
王様は出立し都ドゥマックに戻っていかれた。
その後まもなくスルタン陛下は，スナン・カリジャガにドゥマックの都
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に住まうようお連れするため，チャルボンにお向かいになった。スナン・
カリジャガはこれを受け入れ，アディラング Adi-Langu に住むこととな
り，予言者の宗教を教えた。多くの弟子ができた。
22．キ・アグン・セラがタムタマ軍に仕えるのを拒否される
さて，スセラのキ・アグンがタムタマ武士に入ろうとした。野牛との戦
いが課せられ。野牛は一撃で頭を粉砕され，血が噴きだした。キヤイ・ア
グン・セラは顔をよけた。顔をよけたわけが糺され，キ・アグン・セラは，
そうしなければ血を浴びると答えた。タムタマになりたいというキ・アグ
ンの願いは拒否され，血を怖がると言われた。キ・アグン・セラは腹膨る
る思いで家に戻ると兵を集めドゥマックの王宮を急襲しようとした。キ・
アグンは馬に跨がり，家来たちもみな騎馬で，また大勢が徒でつき従った。
ドゥマックのアルン・アルン〔王宮前広場] の柵に囲まれた 2本のワリン
ギン樹の間に至ると，王様が弓を射られた。キ・アグンの馬は頭を射られ
て跳び上がり，家来たちの馬に躍りかかった。家来たちは混乱した。再び
矢が射られ，キ・アグンの馬の耳の上に当たり，馬は一散にセラに戻った。
家来たちは散り散りになった。王様はこれを見ておおいにお喜びになり，
パティ・ワナサラムに申された｡「セラの奴めの臆病さがはっきりした。
王になれるものではあるまい。先のことはわからないものだが」
23．ジャカ・ティンキルがパジャンのアディパティになる
さて，王様には 6 人の子がおられた。長子は姫で，サンパン Sampang
のキ・アグン，パンゲラン・ランガル pangeran Langgar の息子に嫁いだ。
次子は王子でパンゲラン・プラワタといった。3番目は姫で，パンゲラン・
カリニャマット pangeran Kali-Nyamat と結婚した。 4 番目は姫で，チャ
ルボンのパンゲランと結婚した。 5番目も姫で，ラデン・ジャカ・ティン
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キルと結婚した。末っ子は王子でパンゲラン・ティムル pangeran Timur
といった。ラデン・ジャカ・ティンキルは妻と和合するようになると，パ
ジャンのブパティに取り立てられ，4000カルヤの采邑を与えられた。毎年
ドゥマックに伺候した。まもなくパジャンの地はおおいに栄え，作物はみ
なよく稔った。ディパティ・パジャンは早くも宮殿を建てた。
さて，ドゥマックのスルタンがお亡くなりになった。ドゥマックのスル
タンの死後，ディパティ・パジャンがスルタン位についた。服従を命じら
れた諸国はすべてパジャンに屈伏した。命令を拒否したものは撃破された。
パシシル pasisir〔北海岸] 地方，東隅地方と西方パシシルの外領もみな
服属した。みなアディパティ・パジャンの超能力を恐れて，武力で歯向か
おうとする者はなかった。しかし，ジパン Jipang のディパティ，パンゲ
ラン・アルヤ・パナンサン pangeran arya Panangsang は服従しようとしな
かった。これはパンゲラン・セダ・イン・レペンの息子であり，ドゥマッ
クのスルタン陛下の孫であり，パジャンのディパティの妃の従兄であった。
ドゥマック国の支配者にはスルタン陛下の 2番目の子スナン・プラワタが
なり，パジャンのディパティとの関係は良かった。両者ともこの状況に満
足していた。スルタン陛下の末子パンゲラン・ティムルはパジャンに預け
られ，後にマディウン Madiun のブパティに任じられた。
訳注
1) この名前は第18章で 3回，第20章で 1回，合計 4回述べられ，最初の２回
はジャヤニングラット Jaya-ning-Rat であり，他の 2 回はダヤニングラット
Daya-ning-Rat である (原綴りは Djaja-ning-Rat と Daya-ning-Rat)。バライプ
スタカ版 (ジャワ文字) が Andayaningrat なので，これを参考にダヤニング
ラットとした。テーウ作成の索引もダヤニングラットで立項し，ジャヤニン
グラットは誤りとしている〔Ras 1987b : 387]。
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